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研究成果の概要（和文）： 本研究課題は、これまで皇民化運動によって抑圧されたと考えられてきた中国語による文
学表現を、戦時動員という角度から再考することを目的とした。
 中国大陸や南洋に日本の勢力圏が拡大したことにより、台湾人の「海外進出」の機会は着実に増加し、同時に中国語
によるプロパガンダの必要性も急上昇した。そうした需要を満たすため、皇民化の論理に反してでも、中国語による大
衆的な文学テクストの創出が求められたのである。

研究成果の概要（英文）：I studied Chinese literature in Taiwan of the war time.Many scholars have thought 
Chinese literature doesn't exist in Taiwan in the war time.Actually, popular Chinese literature was 
required to let the war cooperate.Because literature of Chinese language is useful to execute a war.Logic 
of “kominka” was also ignored for the need.

研究分野：台湾文学
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１．研究開始当初の背景 
（１）1937 年 4 月以降、台湾の新聞・雑誌
は、中国語欄の「自主的」廃止に追いこまれ
た。これによって台湾文学は大きな転換点を
迎える。中国語で創作していた文学者の多く
は筆を折り、「国語」（＊日本語のこと。以下
同様）文学の時代が訪れた、というのが従来
の文学史の大方の記述であった。 
しかし近年、この皇民化時期においても中
国語によるさまざまな表現が行われていた
ことが注目されるようになった。代表的な媒
体として中国語雑誌『風月報』（1937.7-41.6）
とその後継誌『南方』（1941.7-44.1）の存在
が挙げられる。さらに創刊号のみで終焉した
『南国文芸』（1941.12）についても、柳書琴
の論文「文化遺産與知識闘争－戦争期漢文現
代文学雑誌『南国文芸』」によって、その存
在が明らかになった。 
「国語」普及を政策の基調としてきた台湾
総督府が、なぜこの時期に中国語の雑誌刊行
を容認したのか。皇民化運動に反するかに見
える中国語による文学創作は、戦争の遂行に
どのような役割を果たしたのだろうか。 
 
（２）ここ数年、研究代表者は台湾の大衆文
学を、その読者層の解明に重点を置いて研究
を行ってきた。例えば日本内地で多くの読者
を擁した探偵小説は、台湾においては統治の
第一線に立つ警察関係者を主な書き手／読
み手とする閉ざされた空間内でのみ流通し
ていた。このように、内地の「大衆文学」が
植民地においては必ずしも「大衆」的な広が
りを持った読者を勝ち得ていないのである。
植民地においては民族・階級・学歴の違いに
よる「国語」リテラシーの差異によって、受
容者の間に大きな偏りが生じている点に、植
民地近代の特質が集中的に現れていると考
察してきた。 
本研究課題も、読者／受容者の側面から戦
時期の文学活動のある側面を明らかにしよ
うとするものである。 

1940年代初期の台湾では、「国語」普及率
が 50％を越えたと言われる。しかし実際には
「国語」を解しない台湾人「大衆」も多く、
彼らを戦争に動員するためには、たとえ皇民
化運動に反したとしても、中国語は欠かせな
いツールであった。 
台湾における先行研究によれば、雑誌『南
方』とその前身『風月報』の発行部数は、少
なく見積もっても 7000 部と言われている。
これまで皇民化時期の文学については、『文
芸台湾』や『台湾文学』など「国語」雑誌と
そこに掲載された作品が主に論じられてき
たが、これらに倍する「大衆」的な読者を中
国語雑誌『南方』は獲得していたことになる。
そこには中国語ならではの受容のしやすさ
と同時に、雑誌の通俗性も大きく作用したと
言われている。 

 
２．研究の目的 

（１）上記のような背景を踏まえ、戦時期に
おける台湾人読者「大衆」は、どのように文
学を享受していたのかを考察することを本
研究の第一の目的とした。 
探偵小説に代表される「国語」大衆文学の
非「大衆」性は、台湾人の「国語」リテラシ
ーの低さが大きな原因であることはすでに
述べた。そうした読者「大衆」にとっての中
国語テクストの意味を考察することで、戦時
期文学の姿を別の側面から明らかにするこ
とも目的とした。もちろん皇民化政策によっ
て、大部分の中国語新聞雑誌が廃刊に追いや
られるなか『風月報』と『南方』が生き延び
ることができたのは、これらの雑誌が戦争翼
賛のメディアだったためであることは言う
までもない。 
 
（２）このような雑誌『南方』の読者は台湾
だけではなく、遠く離れた南洋や日本占領下
の上海にも及んでいた。こうした雑誌の流通
網の広がりもあり、戦時期の台湾文学を台湾
という島を結節点とした東アジアの中国語
読書圏に位置づけ考察することも重要な目
的として設定した。 
 
（３）これらの中国語雑誌に関しては、すで
に台湾においていくつかの先行研究が存在
する。しかしその多くは雑誌に描かれた娯楽
や消費文化の分析に重点が置かれ、同時期の
「国語」文学を視野に入れた戦争文学として
の分析は不十分なものである。本研究ではこ
うした状況を踏まえて、『文芸台湾』『台湾文
学』など「国語」雑誌の作品群も同時に考察
の対象とする。 
 
３．研究の方法 
（１）まずは雑誌『南方』の分析が作業の中
心となる。日中戦争から大東亜戦争へと拡大
する総力戦を翼賛するために作られた雑誌
『南方』には、志願兵や皇民奉公会、日本占
領地上海の動向など、時事的な話題が数多く
掲載されている。こうした性格の雑誌を扱う
には、研究蓄積の豊富な同時期の「国語」メ
ディアの動向も分析しなければならない。 
 
（２）上記の作業以外にも、戦時期の台湾社
会や総力戦体制下の文化・文学に関する先行
研究を収集し参照することは、研究期間を通
じて行う必要がある。 
 
４．研究成果 
（１）本研究課題は、これまで皇民化運動に
よって抑圧されたと考えられてきた中国語
による文学表現を、戦時動員という角度から
再考することを目的とした。 
そのための切り口として、雑誌『南方』に
は、日本占領下の中国諸都市に関する記述が
しばしば見られることから、台湾人にとって
戦争のさなかに中国へ渡ることの意味を問
う作業を行った。その成果は「「海外進出」



とは何だったのか－紺谷淑藻郎「海口印象
記」を読む」として台湾の清華大学台湾文学
研究所の論文集に収録された（次項、［図書］
の③）。同論文は、日本の戦争文学を代表す
る火野葦平が執筆したルポルタージュ『海南
島記』を補助軸として、戦時期の台湾と海南
島の往来とその文学的な表現を検討したも
のである。 
台湾と中国・あるいは南洋とのつながりと
それをめぐる表現は、［学会発表］②でも追
究した。神戸大学で開催されたシンポジウム
では、日本占領下の北平における台湾人の中
国語文学の開拓者でもある鍾理和の日記を
分析した。また彼の友人の藍明谷の中国語作
品「一個少女的死」を題材として、台湾から
中国へ渡った従軍看護婦の姿を分析した。ま
た皇民化時期の『文芸台湾』に掲載された河
野慶彦の「湯わかし」という小説が、あたか
も「一個少女的死」の「前史」のように読め
ることも論じた。シンポジウムの報告は、研
究代表者が準備中の単著に収録するための
一章として、論文化の作業は終えている。 
 
（２）戦時期の台湾人「読者大衆」のありよ
うを検討することも、本研究課題の重要な柱
である。この点について、以下に述べる２つ
の角度から研究を行った。 
①戦時期に先立つ 1930 年代の「大衆」像
の解明。次項の［図書］②に収録された論文
がこれに該当する。2003 年に制作された台湾
のドキュメンタリー映画『跳舞時代』を取り
上げ、プレ戦時期と言える 1930 年代前半の
モダン現象を、それを享受した「大衆」とそ
こから排除された階級の問題を論じたもの
である。「大衆」文化を受容し得ない広大な
大衆の存在は、中国語の通俗誌である『南方』
やその前身の『風月報』の受容者を考察する
際にも不可欠の視座となることは言うまで
もない。 
 また次項の研究成果には挙げていないが、
研究代表者が所属する一橋大学大学院言語
社会研究科で 2011 年度から 2012 年度にかけ
て行った研究プロジェクト「1930 年代台湾に
おける大衆文化」においても、同様の問題を
集団的に検討してきた。その成果の一部は、
研究科の紀要『言語社会』第７号（2013 年３
月刊行）の小特集にまとめられている。 
http://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/rs/han
dle/10086/25678  
 
②戦時期の中国語ラジオの「聴衆」研究。 
これは「読者」大衆を検討する延長線上に浮
かび上がってきた新たなテーマである。 
日中戦争をきっかけとする皇民化運動の
なかで、中国語の新聞や雑誌が『風月報』や
『南方』を除いて基本的に抑圧されたことが
本研究の大前提となっている。しかし日中戦
争の勃発と同時に、聴覚によるメディア－ラ
ジオ－においては、紙媒体とは逆に、台湾語
による放送が始まり、戦時動員の重要な柱と

なった。識字リテラシーに限定されない台湾
語の放送は、戦争期に新たな「大衆」的な聴
衆を獲得することになる。このラジオ放送の
番組作りにあたっていたのは、在台日本人の
文化人が主であったが、台湾語放送の開始と
その拡充につれ、台湾人文化人もそこに参入
していくことになる。そこには雑誌『南方』
の寄稿者でもある張邱東松も含まれていた。 
この研究については、次項、［学会発表］
の①で初歩的な報告を行い、現在単著に収録
するための論文執筆作業を行っているとこ
ろである。 
 
 総じて言えば、戦時期の台湾における中国
語は、活字媒体でも聴覚メディアにおいても
全面的に抑圧されていたわけではなく、「国
語」習得を通じた台湾人の日本への同化とは
別の論理で、選別的に推進されていたことが
明らかになった。ここで言う選別的というの
は、ひとつは、台湾島外に広がりつつある戦
争による需要が引き起こしたものである。中
国大陸や南洋に日本の勢力圏が拡大したこ
とで、台湾人の「海外進出」の機会は着実に
増加し、同時に中国語によるプロパガンダの
必要性も急上昇した。そうした需要を満たす
ために、皇民化の論理に反してでも、中国語
による大衆的な文学テクストの創出が求め
られたのである。 
これは同時に、戦争期における大衆娯楽の
提供という切迫した要請にも迫られたもの
であった。厳しく長期化する戦争を勝ち抜く
ため娯楽の重要性は、同時期の日本では大政
翼賛会などでも繰り返し議論されてきた。植
民地台湾における大衆的な娯楽は、活字であ
れラジオであれ、畢竟中国語（ないしは台湾
語）と切り離せるものではなかった。そうし
た現状を踏まえるならば、台湾人「大衆」に
適切な娯楽を提供することが、皇民化と反す
るように見えたのは無理もないことであっ
た。雑誌『南方』の活動も、そうした文脈の
なかに配置することで、その意味を理解する
ことが可能になるのである。 
 
ここまで本研究が達成したことを述べて
きたが、今後の課題もやはり残っている。 
まず『南方』をめぐる歴史的状況はかなり解
明されたとはいえ、個別具体的な作品分析は
まだ不十分である。また計画の段階では、雑
誌『南方』とあわせて日本占領下の上海で刊
行された『文友』などの雑誌との比較検討も
念頭に置いていたが、時間的な制約もあり実
施できなかったことも今後の課題である。 
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